







　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業所名　つぼみの広場　いずみ中央３
担当者　小西・吉田・山本



Ａ環境面


・利用定員数や職員の配置人数に関しておおよそ適当。


・室内の活動となると、活動内容に制限が出てしまう場合がある。


Ｂ児童への支援内容


・プログラムの固定化や活動内容の偏りがある。


・支援の情報共有は概ねできている。





Ｃ関係機関との連携


・関係機関との連携については概ね出来ている。


・地域との繋がりはコロナの影響もあり希薄。





Ｄ保護者への説明責任・信頼関係


・日々の送迎時等で、保護者とのコミュニケーションを図り、見通しの良い関係性が築けている。





Ｅ非常対応


・年間研修やおたよりのおお知らせ欄を用いて、各職員や保護者への周知は概ねできている。








Ａ環境面


・概ね、高評価。人員配置の基準が場合によって満たされていないと感じている人もいる。





Ｂ児童への支援内容


・活動の固定化はあまり感じていないが、内容の充実を求める声や、コロナ以前のような活動を求める声あり。





Ｃ事業所からの情報発信


・概ね、高評価。





Ｄ非常対応


・前年に比べ、非常時の対応や避難訓練等、周知されてきている。





令和3年度　　　　　　　　





事業所自己評価シート　　　　　　　　





職員による自己評価





保護者による評価








【共通点】


・バリアフリーなどの環境面は整っているが、プログラムのバリエーションが乏しい。


・事業所と保護者間の情報共有がしっかりでき、風通しの良い関係を築けている。





【相違点】


・状況によって、人員配置の確保ができていないと感じる時がある。


・バリエーションが少ない=プログラムの固定化ではない。









































事業所内での分析











分析・検討してみて…








・プログラムの見直しや、内容の充実。


・コロナ過に合わせたイベントや行事の見直し。








・人員配置や活動スペースの充実。


・保護者と風通しの良い関係。


・職員間の情報共有。





事業所の強み





事業所の改善点








・室内での活動の充実。季節や行事に合わせた創作活動を、年間を通して計画し実施していく。また年間の計画を子どもや保護者の方に公表し、１年を通して楽しさや見通しをもって活動に参加してもらえるようにする。


・個々の創作活動のだけではなく、事業所全体で取り組む活動を盛り込む。


・コロナ過でも実施できる活動を模索し、長期休暇などに日常とは違う楽しみを経験してもらえるように計画的に活動の準備を行なう。





事業所の改善への取り組み





～自己評価を行っての事業所としての感想など～


　非常時の対応について、少しずつではあるが周知されてきた。引き続き、様々な災害が起きた際にも安心していただけるように、訓練情報などの共有を行なっていく。


　また放課後・長期休暇に関わらず、活動内容のバリエーションの少なさ、固定化が事業所・保護者の


　双方から挙がっているので、改善していけるように取り組んでいきたい。








